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の励起の研究を紹介した。この場合、励起される水面波は、水面変位が周方向座標  $\theta$ を用
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度整合性があることがわかった。また、ある波数緬の内部波モードと波数  3k_{0} の表面波
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モードが1:3共鳴の条件をみたす場合についても考え、加振により励起された内部波モー















(2) 弱非線形理論の fully nonlinear の数値計算結果や実験との比較について
(3) 弱非線形理論におけるモデル方程式の導出方法について
これらのコメントは十分練られたものではなく、思いつきで述べたものもあるので、その
具体的内容を講究録に記載するのは差し控えることにする。
最後に、著者のこれまでの非線形波動の研究において、長年にわたって続けられている
数理解析研究所での非線形波動に関する共同研究集会は大変有益であった。研究発表の場
を与えていただいただけでなく、参加者の皆様からは役立つアドバイスをたくさんいただ
いた。また、研究集会での各講演はいずれも興味深く、非線形波動分野の研究の発展を実
感することができた。この研究集会の歴代の世話人の方々や、熱心に参加していただいた
皆様に心から感謝する次第である。
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